
メこJもジヤ
圏
ぶ
金
簑

無
乗
キ
ャ
惨
趙
顆
頴

舅

戦
乱
の
世
に
、
不
条
理
な
運
命
を
辿

っ
た
人
々
―
―

「平
家
物
語
」
を
題
材
に
し
た
能
の
名
作
が

乱
世
の
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
に

語
り
か
け
ま
す

二
人
静

１２

月

１７

日

Ｏ

定

替

‐

Ｉ
４
ｒ
　

　

ヽ
ツ
ー

離

仕

時

間

午

後

６

時

開

演

（午
後
５
時
２０
分
開
場
）

文
化
庁

大
規
模
か
つ
質
の
高
い
文
化
芸
術
活
動
を
核
と
し
た

ア
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業

令
和
３
年

８

月

６

日

清

経

目
く

ヽ

Ｊ

‘
ロ

ロ

ヽ

月

‐１

日

０

1
『
尺
．
が
鵡錮
彎
涎
「
＞

¶
■
「
・斑
「一義
一

■ 目

９

月
３

日

０

実

盛

嗜
‘
■Ｈ

月
５
日
０

俊

寛

ｈ
・Ｆ

“
駐

会
場
京
都
観
世
会
館

計
粋
■
ｆ
●
・
　

．
■
・
■
●
●
―
責
●
■
１

，
■
錮
壺

夜
連
続

_―

異

源
_Ч

「

ハ

平

盛

妻五
ロロ

旬

L=“」 恋
之
音
取

勝 日

―

′′
７
慈
摯Ｆ

13。 000円 (全席自由)

●1,500円 (2階自●)

12,000円 (全席自由,

|ヽ

ワ

・

|
dL‐

島 ユ

チケット情報 一 般 券

学 生 券

五枚つづり券

JR京都駅から

交通アクセス

●京都駅前バスのりばDlより市バス100系統、Alよ り5系統
「岡崎公園美術館・平安神宮前」下車(乗車時間約30分 )

囲条河原町から

●バスのりば、Eよ り市バス31・ 46・ 201・ 203系統
「東山仁I円」下車(乗車時間約15分 )

京阪三条駅から             ‐■■

●市バス5系統「岡崎公園美術館・平安神宮前1下車_

●地下鉄東西線に乗り換え、「東山駅」下車|■■|■|||‐ ■

巨亜亜憂]京都観世会館
TEL.075-771-6114
京都市左京区岡崎円勝寺町44

_     ‐‐‐   http://kyoto― kanze.jp
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神
宮
道

至
平
安
神
宮」
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主催 :公益社口法人能楽協会1公益社団法人京都観世会



８
月
６
日
（金
）

一
調

ふ

な
　

べ

ん

け

い

船
弁
慶経 :

実 i 
育旨

盛 ;

一 _能

人 :

静 :

寛λ

シ
ア
（平
清
経
の
霊
）　
杉
イ
洒
　̈
　
由重
薄
移

ツ
レ
（清
経
の
妻
）　
杯
Ｔ
尊
月　
　
き大
喜
倒

ワ
キ
（淡
津
三
郎
）　
店
小
　
　
　
　
　
上天

笛

杉

　

　

市

和

小
鼓

林

　

　

大

和

大
鼓

石

井

　

保

彦

後
見

大

江

又

二

郎

橋

本

　

光

史

大

江

　

信

行

地
謡
　
片
山
九
郎
右
衛
門

河

村

　

晴

道

味

方

　

　

玄

浦

部

　

幸

裕

土
ロ
ロ田
　
　
替
馬
｛史
一

宮

本

　

茂

樹

大

江

　

広

祐

・河

村

浩

太

郎

（終
了
予
定

午
後
７
一時
半
頃
）

□
団

清
児
総
　
恋
之
音
取

都
で
清
経
の
帰
り
を

一
人
淋
し
さ
に
耐
え

な
が
ら
待
つ
妻
の
元
に
、
形
見
の
黒
髪
が
届
け

ら
れ
、
夫
の
入
水
が
告
げ
ら
れ
る
。
悲
観
に
く

れ
形
見
を
受
け
取
ろ
う
と
し
な
い
妻
の
枕
元

三
〓
‘
．ザ
現
れ
、
妻
の
嘆
去
二
一
妻
ホ
落

（地
獄
）

こ
〓

，
　
一
Ｉ
〓
千
二

こ
ゴ
い
ス
ン
つ
修
羅
道
の
苦

Ｊ
ヽ
一　
・
Ｉ
　
て

，
　́
詈
〓
１
●
〓　
一
■
二
ｔ
ヨ
一を
一
コ

．
一　

　

´
ヽ
一
二
一二
　

一・一一・・・．・一・
一
一．．

後孝
醜
箋
雛
臥一　
河
村
　
晴
道

ワ
キ
（遊
行
上
人
）　
占玉
」生
　
　
』駄
埠
咲

ワ
キ
ツ
レ
（従
僧
）　
田
型
な
（　
　
十ス
士
心

ワ
キ
ツ
レ
（従
僧
）　
度珂
［口
　
　
誓
４
４
“

７

（里
人
）

茂

山

千

三
郎

笛

森

田
　

保

美

小
鼓
　
士
日
隔
豚
　
　
一　
献
汁

大
鼓

山

本

　

哲

也

太
鼓
　
一削
川
一
　
一光
阜
（

後
見
　
片
山
九
郎
右
衛
門

林

　

宗

一
郎

担
詰

浦

田
　

保

浩

河

村

　

晴

久

浦

田
　

保

親

味

方

　

　

園

松

野

　

浩

行

深

野

　

貴

彦

河

村

　

和

貴

大

江

　

泰

正

（終
了
予
定

午
後
８
時
前
）

実

盛
遊
行
上
人
の
説
法
を
毎
日
怠
ら
ず
聴
間
に

来
る
老
人
、
実
は
、

一百
余
年
を
経
て
な
お
成

仏
で
き
ぬ
実
盛
の
亡
霊
で
あ
っ
た
。
跡
を
弔
う

上
人
の
も
と
に
白
髪
の
老
武
者
姿
の
実
盛
の

亡
霊
が
現
れ
、
戦
の
様
子
を
語
る
。
老
武
者
の

気
骨
、
心
意
気
を
描
く
世
阿
弥
作
の
修
羅
能

で
う
り
、
一舌
い
演
者
で
は
演
じ
き
る
こ
と
が
出

一一、
一ヽ
　
一、一に．
．

筆
≠
脚
聾
粒
歌一　
林
　
藝ポ
一
郎

ツ
レ
（菜
摘
女
）　
田
里
蔵
〓
井
壼反
職
理

ワ
キ
（勝
手
明
神
の
神
職
）　
着
理
松
い　
　
雄区

一

ア
イ
（神
職
に
仕
え
る
者
）　
蒔
竹
山
〓
忠
一
二
師
即

笛

左
鴻
　
泰
弘

小
鼓

曽
和
　
鼓
堂

大
鼓

石
井
　
保
彦

後
見

浦
田
　
保
浩

河
村
　
和
晃

地
謡

片
山
　
伸
吾

古
橋
　
正
邦

味
方

　
　
玄

分
．林

．
道
一治

書
鵬

．
篤
史

松
野
　
浩
行

大
江

　
一泰
正

一■
樹
下
一
千
慧

一
一
一

一
一

一

・・

一
　

・

　

，

一
　

一
・
一

一
，

一
　

．

（終
了
予
定
午
後
７
時
４５
分
頃
）
　
　
　
．

二
人
静

若
菜
摘
み
の
女
に
静
御
前
の
霊
が
の
り
う

つ
り
、
女
の
口
を
借
り
て
宝
蔵
に
納
め
ら
れ
て

い
る
舞
装
束
を
取
り
出
さ
せ
る
。
女
が
こ
の

衣
を
身
に
つ
け
て
舞
い
は
じ
め
る
と
、
同
じ
装

束
の
静
御
前
の
霊
が
現
れ
、
影
の
よ
う
に
女
に

寄
り
添
っ
て
舞
う
。
静
は
、
義
経
を
偲
び
、
士
口

野
山
で
の
逃
避
行
の
様
子
を
語
る
の
だ
っ
た
．

シ
テ
（俊
寛
僧
都
）　
士
口
泊
Ⅸ
　
　
董
雪
早
´

ツ
レ
（平
判
官
入
道
康
頼
）　
河
響
村
柱
滑
工
天
師即

ツ
レ
（丹
波
少
将
成
経
）
　

公
口
　
　
凛
や
ク
常
助
一

ワ
キ
（赦
免
使
）　
凸土
止生
　
　
脅
攣
識
И

ア
イ
（船
頭
）　
士灰

，Ｉ．四
エ
ー
〓
ユ
飯
岬

笛

左
鴻
　
泰
弘

小
鼓
　
林
一　
　
士
口
丘
念
何

大
鼓

谷

日
　
正
壽

後
見

井
上
　
裕
久

河
村
　
博
重

狂
言
後
見
　
土
刻
口
Ｈ　
　
土嘔
也

地
謡

浦

田
　
保
親

越
賀
　
隆
之

片
山
　
伸
吾

分
林
　
道
治

深
野
　
貴
彦

橋
本
　
忠
樹

宮
本
　
茂
樹

河
村
　
和
晃

（終
了
予
定

午
後
７
時
半
前
）

俊

寛
平
家
討
減
の
陰
謀
が
露
見
し
鬼
界
島
に
流

さ
れ
た
俊
寛
、
成
経
、
康
頼
．
清
盛
の
娘
。中
宮

の
懐
妊
に
よ
っ
て
大
赦
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
が
、
故
免
状
に
俊
寛
の
名
だ
け
が
無
い
。
俊

寛
は
「
菫
者
の
誤
り
で
は
な
い
か
」
と
疑
う
が
、

一
人
許
さ
れ
な
い
身
の
上
を
知
り
、
燎
０
り
と
絶

菫
〓
２

皇
テ
た
ろ
な
賀

千
出
力
刻
が
迫
る

謡

古

橋

　

正

邦

太
鼓
　
一訓
川
¨
　
一光
阜
ト

恋
之
音
取

９
月
３
日
（金
）

一
調

か

ん

　

じ

ん

　

ち

ょ

つ

月
１
日
（金
）

請

文

青

木

　

道

喜

谷

口
　
正

壽

謡

河

村

　

和

重

大
鼓

河

村

　

　

大

‐２
月
１７
日
（金
）

大
原
御
幸

片
山
九
郎
右
衛
門

か

づ

き潜

蹴
町
４
醜

筆
≠
認
檄
製
一　
味
方
　
　
玄

ツ
レ
Ξ
位
の
尼
）

浦
盟
部

　

幸
玉
倫

ツ
レ
（大
納
言
の
局
）

替
蜃
嵐
常
匹
士
心
率
・

子
方

（安
徳
天
皇
）
　

は
ゆ
古
″
　
　
　
　
粒
通

ワ
キ
（旅
僧
）　
ｍ
］　
　
　
　
　
本
”

ア
イ
（浦
の
者
）　
自
本　
　
　
　
躊惧
島
Ｌ

笛

杉
　
信
太
朗

小
鼓

成
田
　
達
志

大
鼓

河
村
　
　
大

太
鼓

前
川
　
光
範

後
見

井
上
　
裕
久

味
方
　
　
圏

大
江
　
信
行

地
謡

浅
井
　
文
義

浦
田
　
保
親

吉
浪
　
壽
晃

橋
本
　
光
史

田
茂
井
廣
道

一　

　

　

　

　

　

橋
本
　
忠
樹

河
村
　
和
貴

（終
了
予
定

午
後
８
時
前
）
　

工
天

ぼ
仏
　
　
虐
〔
妊
御

薦
性
潜
¨
船
出
之
習

平
家

ゆ
か
り
の
僧
が
平
家

一
門
の
菩
提

を
弔
う
べ
く
早
輌

の
浦

へ
着

く
。
無

一
文

で

あ

っ
た
が
法

華
経

読

誦
を
船

賃

に
向

こ
う

岸

へ
渡

る
。
僧

が
回
向

し
て
い
る
と
、
安
徳

天
皇

、

一位

の
尼

、
大

納

言

の
局
、
平
知
盛

を
中

心
と
し
た
平
家

一
行
を
乗
せ
た
大
恰

が
眼
前
に
浮
か
び
上
が
り
、
修

羅
の
戦

い
の

一月
一環
´
二■
一

，
０
．

碇 サ 
育旨

勧

進

帳

謡

越

賀

隆

之

小
鼓

曽

和

　

鼓

堂

橋
弁
慶

起き話 10

大
鼓 謡

ぉ独
は 吟

Ｈ
月
５
日
（金
）

一
調

は

じ

　

べ

ん

　

け

い

俊 1台
旨


